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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

本論文では、電荷移動（CT）型熱活性化遅延蛍光（TADF）分子の光物性を包括的に調べ、励起

子失活過程の解明及び高速逆系間交差速度(kRISC)を実現するための分子設計指針を明らかにしてい

る。また、TADF を基礎とした OLED の効率ロールオフ改善に重要な知見を提供している。これら

の結果は、OLED の実用化に向けた重要な知見を与えるものであり、有機光エレクトロニクスにお

いて価値ある業績であると認める。よって本論文は博士 (工学) の学位論文に値するものと認める。 


